
地域とともに歩むはごろもっ子
今年の夏休みは、全国的に酷暑が続き、例年に比べ、台風が多いという印象を

受けました。はごろもっ子は、サマースクールやプール、図書館等の開放日に元
気よく参加していました。
また、地域においては、真志喜区、大山区で大綱引

き（７月２９日）が開催され、はごろもっ子の姿も見
られました。なお、活気がみなぎる中で気になった点
は、予想より子どもたちの参加が少なかったことです。
７月に実施した児童アンケート、保護者アンケート

においても「地域行事や地域の活動に参加しています
か」の項目が課題となっています。
これからの教育は、将来の社会を創り出していく子

供たちが、地域社会や世界に向き合い関わり、自らの
人生を切り拓（ひら）いていくために求められる資質
・能力を育成することが重要です。また、地域には、
子どもたちの可能性を伸ばす力があります。このため、
はごろも小学校では、今年度より地域協働学校（ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｽｸｰﾙ）
を実施しております。
保護者の皆様には、その趣旨をご理解の上、地域の中で我

が子の健やかな成長を育むスタンス（協働意識）で、これま
で以上に地域に目を向け、子どもと一緒に地域行事や地域活
動に参加されますようお願い致します。
さて、宇地泊区においては、字公民館内の子ども居場所づ

くり『宇ちゅうの風』の取組に力を傾けています。
ちなみに、名称は、

①宇地泊の頭文字「宇」から連想される熟語として、
子どもたちが連想した言葉が「宇宙」を採用

②宇地泊公民館には、花が咲き誇り、風が吹くと、
花のにおいが心地よいことから、風という文字を採用

に由来するそうです。すてきなネーミングで、工作教室、卓球、お菓子つくり、
手芸等、特色ある取組を行っており、『宇ちゅうの風』の実践は、地域とともに歩
む活動の一つとして、次代を担う子どもたちの育成に繋がると期待しています。

充実した二学期をめざして
９月３日から二学期が始まりました。はごろも小学校には、８７８名の子どもたち

が元気に登校し、活気が戻りました。はごろもっ子が大きな事件・事故に巻き込まれ
ることなく、全員無事に新学期を迎えることができました。
実りの秋の二学期、本小学校においては、５年生の宿泊学習、６年生の修学旅行や

社会見学、運動会など、たくさんの行事を計画しています。
また、今月の読書月間には、はごろもっ子がたくさんの本を読み、豊かな心を育成

するよう努めてまいります。
はごろもっ子全員が目標を持って一学期以上に充実した二学期になることを期待し

ています。
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コミュニティ・スクール(地域協働学校）導入の効果

学校と地域の人々との関係づくりが、子どもたちの命や安全を守る
ことにつながるとともに、学力の向上、学校・地域の活性化といった
成果が期待できます。

１．子どもたちが変わる（生きる力の育成）
・地域の教育力を生かした学びの充実
・自己肯定感や豊かな心の育成
・地域への愛着、地域の担い手としての
自覚

２．保護者が変わる（当事者意識）
・学校や地域への理解の深まり
・子どもたちが地域の中で育てられている安心感
・保護者同士、地域の人々とのつながりの構築

３．学校が変わる（継続的な組織体制）
・地域の人々の理解、協力を得た風通しのよい学校運営の実現
・校長のリーダーシップのもとに学校のビジョンを地域の人々や保
護者と共有

・教職員の人事異動に左右されない継続的な協働体制の構築
４．地域が変わる（地域づくり）
・学校、子どもたちとの関わり合いによる自己有用感や生きがいづ
くり


